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 この研究では，「映像の文法」の学習法について探求を行った．映像の文法とは，映画

やテレビの番組を作る際に用いられている撮影方法や編集方法の中にある決まりごとの

ことである．このような映像の文法に従わずに映像作品を制作すると，制作者の意図を

満足に伝えることが出来ない，ただ観客を混乱させるだけのものになってしまう．アマ

チュア初心者のビデオ作品が時として理解不能なものになるのはこのためである．しか

し，映像の文法を踏まえれば，観客に理解しやすい作品を制作することが可能になる． 
映像の文法を，文章と静止画だけを用いた紙媒体の教材で学ぶのは困難である．カメ

ラアングルなど，静止画で説明可能な概念だけならまだしも，カメラの移動や編集技法

などは時間の経過に伴うものなので，時間経過を十分に再現できない紙媒体の教材では，

学習者を納得させて概念を修得させることが難しいからである． 
しかし近年，PCとインターネットの爆発的進歩のために，動画のようなマルチメディ

アを手軽に扱えるようになっている．このため，コンピュータを利用して，映像を用い

た「映像の文法」の教材を作成すれば，より分かりやすく映像の文法を学ぶことができ

るのではないか，と我々は考えた．もちろん，文章や静止画が全く必要ないというわけ

ではない．映像について説明するためには文章は欠かせないし，静止画で説明した方が

わかりやすいものもある．つまり，文章・静止画（絵）・動画（映像）の３つを共に使っ

た教材を利用することが，最も高い学習効果を実現できると思われる． 
そこでまず，映像を用いた映像教材づくりとして，いろいろな映像文法関係の文献を

参考にして，一般的な映像作品に多く用いられている文法をまとめ，文字・画像・映像

を組み合わせた教材作成を行った．さらに，比較対象とするために，同じ内容の文法に

ついて文字・画像を使った紙媒体の教材の作成も行った．下の図１・図 2 はその教材の
一部のレイアウトである． 

 
  図１ 文字・画像・映像による教材    図２ 文字・画像による紙媒体の教材 
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映像を用いた教材の学習効果を検証するために，本学メディア情報学科の１８才～２

０才

止画

同様の映像

文法

 
    図３ 教材展示             図４ オンラインテスト 

当日の発表では，これらの実験の結果と，それを分析，考察した結果を発表する． 
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の学生を被験者とし，その被験者を Aと Bの２つのグループに分けて実験を行った． 
Ａグループの被験者には映像を用いた教材で，またＢグループの被験者には文字・静

のみによる教材で，予め１週間ほど学習させた．どちらの教材も内容は同じであり，

オープンソースの LMS である Moodle 上で閲覧できるように設定した． 
その後，Moodle の小テスト機能を利用して，両方のグループの被験者に
に関したオンラインテストを受験させ，成績の比較を行った．図３，図４にMoodle

上での教材展示とオンラインテストの様子を示す． 
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